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10 月 12日に 95歳で逝去した宮原九一

三重県漁連名誉会長の告別式が、18 日、

津市のメッセウイングみえで、宮原家、

三重県漁連、全漁連の合同葬により執り

行われました。 

葬儀には、国会議員や県市町、全国の

水産関係団体、漁連、漁協をはじめ県内

外の取引先から約 500 人が参列し、故人

の業績を偲びました。 

宮原名誉会長は、農林省勤務を経て昭

和 24 年に三重県漁連に入会、平成 9 年に

会長を退任するまでの 48 年間にわたり、

漁協運動の発展に心血を注ぎ、全国でも

稀な漁連による産地市場への入札参加や

みえぎょれん販売株式会社の設立等によ

り三重県漁連の礎を築かれました。その

間、三重県漁業共済組合長、三重県漁業

信用基金協会・三重県水産振興事業団・

三重県漁業操業安全協会の理事長をはじ

め県内水産関係団体の要職を歴任、県内

漁村・漁協の基盤整備を推し進めるとと

もに、高度成長期の公害問題や中部国際

空港建設計画等の解決にあたりました。 

全国においては、昭和 55 年から 63 年

までの 8 年間、全漁連会長として我が国

水産業界を牽引するとともに、全国豊か

な海づくり大会を創設し水産資源の維持

培養や海の環境保全に貢献されました。 

こうした功績が認められ、昭和 53 年に

藍綬褒章、大日本水産会会長表彰、63 年

に勲二等瑞宝章を授与されました。 

告別式にあたり葬儀委員長の永富洋一

三重県漁連会長は、「名誉会長の業績に感

謝するとともに、漁業の置かれている厳

しい状況を、役職員一丸となって乗り越

える」と決意を述べるとともに、鈴木英

敬三重県知事（代読：石垣英一副知事）、

岸宏全漁連会長から哀悼の辞が寄せられ

ました。 
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●宮原名誉会長経歴 

大正 7年 紀伊長島町に生まれる 

昭和 14 年 函館高等水産学校卒業 

昭和 14 年 農林省水産局に奉職 

昭和 20 年 三重県水産業会に入会 
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平成 9 年 三重県漁連名誉会長 

平成 25 年 永眠 
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10 月 17日(木)に開催された農林水産 

祭中央審査委員会で、過去 1 年間の農林

水産祭参加表彰行事において、農林水産

大臣賞を受賞した 492点から選賞が行わ

れ、水産部門最高賞である「天皇杯」に

鳥羽磯部漁業協同組合浦村支所・浦村ア

サリ研究会（代表 浅尾 大輔）が選ばれま

した。 

 

農林水産祭は国民の農林水産業と食に

対する認識を深めるとともに、農林水産

業者の技術改善及び経営発展の意欲を高

めるため、農林水産省と公益財団法人 日

本農林漁業振興会の共催により昭和 37

年から実施されているもの。 

浦村アサリ研究会は、平成 22 年に若手

カキ養殖業者 6 名で結成され、地元で獲

れるカキ殻の加工固形物を使用した採

苗ネットを用いた天然採苗や、カキ養殖

で用いる垂下式養殖を採用したことで天

然の物と比べて短時間で出荷サイズまで

成長させることを可能にしました。 

また、本業のカキ養殖がシーズンオフ

となる夏場の収入源としても大きな期待

がもたれており、商業ベースでの新たな

アサリ養殖技術を確立したことが評価さ

れました。 

天皇杯の他に内閣総理大臣賞、日本農

林漁業振興会会長賞の三賞があり、各賞

は、農産部門、園芸部門、畜産部門、蚕

糸・地域特産部門、林産部門、水産部門、

むらづくり部門の計 7部門に授与され、

勤労感謝の日の 11 月 23 日(土)に東京・

明治神宮会館で開催される農林水産祭式

典にて表彰されます。 

 

今年度の輝くみえのアスリート大賞に、

吉田沙保里選手が選ばれました。女子レ

スリング世界選手権大会 11 連覇、オリン

ピック競技大会と合わせて世界大会 14

連覇の偉業を達成した吉田選手は、第 1

回となる平成 23 年度も受賞しており、今

年で 2 度目の受賞となりました。 

同賞は、全国･国際スポーツ競技におい

て優秀な成績を永年にわたり収め、広く

県民にスポーツの範となり士気高揚に多

大な貢献をした方のうち、さらに功績を

重ね、三重県のスポーツ推進に大きく寄

与された方に三重県知事より授与するも

の。 

表彰式は 10月 26日(土)10時より三重

県総合文化センター「知識の広場」で開

催され、副賞として『伊勢マグロ』が贈

呈されます！また、鈴木知事と吉田選手

の対談なども予定されています。 

 

【主な予定】 

○２４日 

・セーフティーネット燃油説明会(三カ所） 

○２７日 

・早田漁師塾開校式(早田) 

○３０日 

・早田漁師塾座学(早田) 
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吉田沙保里選手が２度目の受賞 
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平成 25 年度農林水産祭天皇杯受賞!! 
 鳥羽磯部漁業協同組合浦村支所 

    浦 村 ア サ リ 研 究 会 
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